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廃
仏
毀
釈
で
、
多
く
の
お
寺

が
破
壊
さ
れ
た
。
こ
の
五
重

塔
も
あ
や
う
く
薪
に
さ
れ
る

と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

二
〇
〇
一
年
に
バ
ー
ミ
ヤ

ン
の
磨
崖
仏
を
タ
リ
バ
ン
が

爆
破
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
。
し
か
し
、
ほ
ん
の
百

年
前
の
日
本
で
も
同
様
の
こ

と
が
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
。

猿沢の池 奈良　興福寺

　

昨
年
十
一
月
、
奈
良
の
知

人
の
展
覧
会
に
か
こ
つ
け
て

奈
良
に
出
か
け
た
。

　

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
か
ら
東
に
向

け
て
奈
良
の
中
心
を
通
っ
て

行
く
と
緩
や
か
な
上
り
坂
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
中
学
、

高
校
の
修
学
旅
行
で
奈
良
に

行
っ
た
が
、
観
光
バ
ス
で
回

っ
た
為
、
奈
良
の
町
が
斜
面

に
あ
る
こ
と
に
は
気
付
か
な

か
っ
た
の
だ
。

　

歩
い
て
、
興
福
寺
の
猿
沢

の
池
に
辿
り
着
い
た
。

　

附
近
の
池
の
掲
示
板
に
農

業
用
の
溜
池
で
あ
る
こ
と
が

書
か
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
坂

の
上
の
方
に
あ
る
の
だ
。

　

興
福
寺
の
五
重
塔
が
猿
沢

の
池
に
映
る
。
明
治
の
初
期
、

都民本位の都政に変われば、国政も
　

猪
瀬
前
知
事
が
副
知
事

の
時
に
五
千
万
円
を｢

借

り
た
」
な
ら
、
懲
戒
処
分

を
受
け
た
筈
。
が
、
解
明

前
に
辞
任
で
都
知
事
選

に
。

正
義
の
味
方

　

真
っ
先
に
立
候
補
し
た

の
が
元
日
弁
連
会
長
の
宇

都
宮
健
児
氏
。
豊
田
商
事

事
件
、商
工
ロ
ー
ン
問
題
、

カ
ー
ド
破
産
な
ど
で
被
害

者
を
支
え
て
活
動
。
宮
部

み
ゆ
き
の｢

火
車
」
の
弁

護
士
の
モ
デ
ル
。
二
〇
〇

八
年
の
年
越
し
派
遣
村
で

名
誉
村
長
と
し
て
職
を
失

っ
た
人
を
支
え
た
。

　

正
義
の
味
方
が
、
大
型

開
発
か
ら
生
活
と
環
境
最

優
先
に
と
訴
え
る
。

福
祉
に
力
を
？

　

日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
に
よ
れ

ば
舛
添
氏
の
社
会
保
障
重

視
と
は
税
金
や
社
会
保
険

料
な
ど
都
民
の
負
担
を
増

や
す
事
。
年
越
し
派
遣
村

の
失
業
者
を｢

怠
け
て
い

る
連
中｣

と
非
難
。
憲
法

九
条
改
定
も
主
張
。

九
ヶ
月
で
首
相
の
座
を

　

一
方
の
細
川
護
煕
氏
は

一
九
九
三
年
に
首
相
に
。

し
か
し
佐
川
急
便
か
ら
の

一
億
円
借
り
入
れ
問
題
を

追
及
さ
れ
て
九
ヶ
月
で
政

権
を
投
げ
出
し
た
。
唯
一

の
実
績
は
衆
院
の
小
選
挙

区
制
導
入
。
お
か
げ
で

二
〇
一
二
年
、
自
民
党
は

全
有
権
者
の
内
、
小
選
挙

区
二
五
％
、
比
例
一
六
％

の
得
票
で
圧
勝
。

　

小
泉
元
首
相
の
応
援
で

脱
原
発
を
云
う
が
、
佐
川

の
よ
う
に
財
界
か
ら
金
を

貰
う
と
ど
う
な
る
か
？

　

沖
縄
の
仲
井
真
知
事
が

公
約
と
反
対
に
辺
野
古
埋

め
立
て
を
承
認
し
た
よ
う

に
な
ら
な
い
か
？
よ
く
考

え
な
い
と
ね
・
・
・

　

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


